
　2014年に赴任して以降、ベトナムの
不動産を見続けてきたCreed Hold-
ings Pte. Ltd.ベトナム駐在員事務所
の山口真一氏 。同事務所は主に地場
デベロッパーのアンギア社と提携し、
開発中の物件を含めて約1万2000戸
のコンドミニアムを供給してきた。売行
きは 計 画 以 上で、業 績 は 非 常 に順 調
だという。

　山口氏によればアンギア社の税後利
益は2015年の約20万USDから2018年
には約1500万USDに激増しており、不
動産業界の中小企業では珍しい成功
例という。その理由をクリードが仕掛け
た「ソフトの日本品質」と見る。

「以前のベトナム人購入者には細かい
こだわりがなく、ピンクブック（建物の
権利書）が出ない、工期が遅れる、デザ
インが違う、施工がうまくないなどをあ
まり気にしませんでした。それが変化し

ているのです」
　コンドミニアムは大
きく、Aクラス（Luxury
やHigh-end）、Bクラ
ス（Mid-end）、Cクラス

（Affordable）に分か
れ 、クリードは ベトナ
ム人向けに主にBクラ
スを開発している。だ
からこそ事情がわかる
のだが、注力してきた
のはハード面は無理で
も、ソフト面での日 本

品質の徹底。工期を守る、部屋の内装
や共用部分のデザイン力を高める、細
かな施工に対応するなどで、それがベ
トナム人に評価されて業績を伸ばして
いる。

「不動産の購入者が賢くなったとも言え
ます。工期が遅れればクレームを言い、
床のタイルやキッチンのボード、水道の
蛇口などまでチェックして、デザインの
違いや施工の甘さを指摘します。厳しす
ぎるくらいです（笑）」

　その理由は特にB～Cクラスの不動
産が、投資用から居住用に変わりつつ
あるからだ。5～10年前はコンドミニア
ムは投資物件であり、だから当初の説
明と内装が違っても、工期が遅 れても
気にされなかったが、今では居住者の
視点でチェックされている。山口氏はA
クラスでは投資用が7割で住宅用は3
割、B～Cクラスでは逆転して投資用3
割、住宅用7割と言う。

市場拡大を続けるベトナム不動産。新規開発が進む一方でバブルを懸念する声は
根強く、中価格帯物件の増加や都市部でのオフィス不足など状況は常に変化してい
る。不動産投資を含めた最新事情を専門家に聞いた。

Topic 気になる現場

9

購入者の意識が変化

新中間層が住居用に購入






